











































年 1 月と 2011 年 1 月に、トキの事例では 2008 年 8 月、2009 年 1 月、2014 年





れるようになってきており、2015 年 7 月に千葉県野田市で 3 羽のコウノトリが、












越前市の人口は 83,663 人となる（2015 年 8 月 1 日時点での住民基本台帳によ
る人口）。アンケート調査は、2015 年 8 月 20 日に郵送法により実施した。越前
市選挙人名簿より無作為に抽出した 20 歳から 79 歳の男女 500 人を対象とした。
回収数は 166 通であった（回収締切日は 2015 年 9 月 18 日を設定した。500 通発
送したうち、宛先不明での返送が 10 通あり、490 通内 166 通で計算した結果、
回収率は 33.9%となる）。アンケート票は全 22 問、枝問を含めると全 66 問とな

































回答者の平均年齢は 53 歳であった。回答者の年代・性別（表 2）は年代では、
60 歳代が最も多く、次に 70 歳代、50 歳代、40 歳代が同程度で続いている。性




























 居住地については、市内の 17 地区で整理した（表 3）。国高地区が最も多く、
南地区や北日野地区、吉野地区が続いた。 
 



















































































が続いた。「農業」は約 1 割であった。 
環境問題への関心の有無については、87.1%の回答者が環境問題に関心がある



























割合（%） 福井県内 越前市内 地区内
おおいに思っている 67.6 67.2 60.1
少し思っている 12.6 18.7 16.7
どちらともいえない 10.8 7.5 14.5
あまり思っていない 7.2 5.2 6.5
ほとんど思っていない 1.8 1.5 2.2




















































越前市全域の住民構成と比較する。方法として、年代は 2013 年 4 月 1 日時点、





はい いいえ 存在を知らない 回答者数
①越前市の環境政策に関心があるか 61.4% 38.6% － 158
②2005年10月に策定された「越前市環境基本計画」を
知っているか
17.7% 82.3% － 158
③「生物多様性」という言葉を聞いたことがあるか 64.3% 35.7% － 157
④2012年12月に策定された「コウノトリが舞う里づくり
戦略」を知っているか
70.1% 29.9% － 164
⑤坂口地区にある環境学習施設「エコビレッジ交流セ
ンター」に行ったことはあるか
15.9% 64.0% 20.1% 164
⑥生物多様性に配慮し、無農薬・無化学肥料で栽培さ
れた「コウノトリ呼び戻す農法米」を知っているか













11）。特に 20 歳代、30 歳代、60 歳代において顕著な違いが見られた。しかしこ
れは若年層の返信率が低いというアンケート調査そのものの課題ともいえる 2)。 
 




























回答者 68 41.2% 97 58.8% 165 100%
非回答者 40837 48.9% 42661 51.1% 83498 100%
住民基本台帳 40905 48.9% 42758 51.1% 83663 100%
女 計男
回答者 14 8.5% 18 10.9% 30 18.2% 30 18.2% 44 26.7% 29 17.6% 165 100%
非回答者 8824 14.5% 10748 17.7% 10645 17.5% 10111 16.6% 11765 19.3% 8738 14.4% 60831 100%
住民基本台帳 8838 14.5% 10766 17.7% 10675 17.5% 10141 16.6% 11809 19.4% 8767 14.4% 60996 100%
20歳代 40歳代30歳代 計70歳代60歳代50歳代
回答者 10 6.4% 11 7.1% 18 11.5% 3 1.9% 14 9.0% 24 15.4%
非回答者 5342 6.4% 7784 9.3% 9772 11.7% 3498 4.2% 7684 9.2% 10857 13.0%
住民基本台帳 5352 6.4% 7795 9.3% 9790 11.7% 3501 4.2% 7698 9.2% 10881 13.0%
国高吉野神山南西東
9 5.8% 1 0.6% 12 7.7% 3 1.9% 15 9.6% 10 6.4%
6032 7.2% 442 0.5% 5927 7.1% 2834 3.4% 4601 5.5% 4741 5.7%






回答者 3 1.9% 8 5.1% 2 1.3% 9 5.8% 4 2.6% 156 100%
非回答者 1726 2.1% 3639 4.4% 3336 4.0% 3333 4.0% 1959 2.3% 83507 100%
住民基本台帳 1729 2.1% 3647 4.4% 3338 4.0% 3342 4.0% 1963 2.3% 83663 100%



























































































はい いいえ 存在を知らない 回答者数
①コウノトリという鳥を知っているか 97.6% 2.4% － 164
②野生のコウノトリを見たことがあるか 25.3% 74.7% － 162
③コウノトリが絶滅のおそれがあることを知っているか 93.9% 6.1% － 163
④兵庫県豊岡市でコウノトリの野生復帰が行なわれて
いることを知っているか
71.8% 28.2% － 163
⑤今年の夏に野田市内においてコウノトリの野生復帰
が実施されたことを知っているか
20.7% 79.3% － 164
⑥今年の秋に越前市内においてコウノトリの野生復帰
が計画されていることを知っているか
64.4% 35.6% － 163
⑦白山地区にある「コウノトリＰＲ館」に
行ったことがあるか
14.7% 63.8% 21.5% 163
⑧白山地区にある「コウノトリの飼育ケージ」に
行ったことがあるか










































































野生復帰に関して心配の有無では、回答者の約 4 割が、心配するとした（表 19）。
具体的な内容は「野生に帰すことが成功するかどうか心配」に回答が集中し、約
8 割と最も多く選ばれていた（表 20）。 
野生復帰に関しての期待では、「期待する」と答えたのは回答者の 60.1%であ
った（回答者数 158 人）。期待する内容について最も多かったのが「自然環境の
復元」であり、約 7 割であった（表 21）。野生復帰の賛成理由と同様に、環境へ
の期待が強い結果となった。 
 








































































































































































          表 26 「越前の自然」のイメージ 
 












































































































は「わからない」が 67.7%と最も多く、「はい」は 11.0%となった（表 30）。現時
点では、農業被害についての判断ができないと認識していることが伺える。被害
が深刻な場合の対処方法としては、「被害がまだ発生していないので現段階で議論
する必要がない」が約 5 割であった（表 31）。多くの回答者が農業被害について、
現段階で議論する必要がないと考えていることがわかる。 
 












































































人数 割合（%） 人数 割合（%）
生息地周辺の住民 27 17.0 4 2.9
越前市全域の住民 68 42.8 30 21.9
越前市全域の子ども 25 15.7 31 22.6
行政職員 6 3.8 13 9.5
越前市内の農業従事者 8 5.0 27 19.7
観光業者 2 1.3 6 4.4
観光客 0 0.0 5 3.6
国民全体 21 13.2 19 13.9
その他 2 1.3 2 1.5
































































































































図 1 越前市の課題 
注：回答者は以下の通りである。「自然災害への対策」155 人、「子どもの教育環境
の充実」154 人、「医療・福祉サービスの充実」158 人、「人口の減少」158 人、「雇
用の確保・就労支援」156 人、「鳥獣被害対策」158 人、「ごみ・リサイクル制度の
充実」156 人、「商工業の振興」154 人、「自然環境の整備」157 人、「観光客の増


















































































































































１）[http://survey.gov-online.go.jp/h26/h26-kankyou/] 内閣府平成 26 年 9 月公










れ、34 年間飼育され、1 羽の子供と 4 羽の孫を残した。この実例は絵本にもな
っている（キムファン〔文〕・あらたひとむ〔イラスト〕（2003）『くちばしの



















『東京大学農学部演習林報告』122 号：41－64 頁． 
本田裕子・菊地直樹（2011）「コウノトリの野生復帰に関する住民アンケート（2011






済大学地域政策学会発行）18 巻 1 号：79－98 頁． 
 
??????????　?3??????????（2016.3）
